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　近時，畜産の発展と多頭化の進展にともない，糞尿処

理と購入飼料費の高騰が大きな課題となっている◎飼料

原料の大部分を輿入に依存している我国に診いて，糞尿

を飼料として有効に再利用出来るならば，糞尿処理の面

からも極めて有益であろう。家畜の排泄：物を飼料として

再利用する試みは諸外国でも行われており，米国では，

樋的に取朔勲て囑ようである．鶏糞岬犠1！

4），豚糞の・・）等について稼の試みカ・なされ鵡糞に

ついては多くの研究成果が発表されている。しかし，豚

糞については，その取扱上の難点等から未だ確たる利用

法はないようである◎最近，豚糞尿混合物を麗押曝気し

て得ら嫉発醸胸豚への締灘ついての記述6）もあ

るが，また，豚糞を濃厚飼料とともに発酵させ，その嗜

好性，保存性を高めて豚の飼料として利用する試みがあ

る。著老等はこの発酵豚糞飼料について，当該生涯の飼

料価値を検討したので報告する。

実 験 方 法

1．発酵飼料の調製

　a）　発酵材料と混合

　築1表に示すと診り，副原料としては二種混合，生米

ヌカ，大豆粕を表示の割合で混合し，これに食塩0。56％，

＊新利根協同農学塾農場

　　School　FanM　of　tShintone　Co－operative

　　A　sts，　ociation

発　酵　飼料 副　　原　　料

（実験1） （実験ll）

豚　　　　　糞 6◎　k撃 一　　k撃

二種　混合 6◎ 6◎

生米　ヌ　カ 15 三5

大　　豆　　粕 15 15
食　　　　　塩1 0．5 0．5

炭酸カルシウム 1．8 1．8

発　酵菌　末 0．15 ㎜
酸化クロム甚 （o．15） （oほ5）

合　　　　　計 152．45 92．3

辮　大豆粕粉末に混合し，大豆粕重量：に含まれるQ

炭酸カルシウム2％を添加した◎な澄，指標物質として

Cr203粉末を粉砕した一部の大豆粕て稀釈した後に

全：量とよく混合したQ豚糞は当B豚舎より収集した生豚

糞を良く混合した後，その一部を発酵材料に供したQこ

れらの混合には石田式特殊欄搾機を使用し，上記6と癒

り，譲ず，副原料部分を充分混合した後に，さらに豚糞

を投入し，良く混合した。その際，〔A　sp．（〃㌶磁A　sp．

nigar，　St．　／acl　is，　L．　pla？z　tant7n，　1L’．　ln’epvz一

（’O7｝？p（ICfUM〕等を含むといわれる発酵菌末を添加した。

　b）発酵と保存

　混合終了後，断熱材で周囲を囲った発酵場所（110　on

x20◎en×高さ80翻）に堆積し，上部を麻袋で覆い，5月

3◎臼から6月1日の約2H間発酵させた。発酵終了後，

これを拡げて放冷し，どニール袋につめて凍結保存した。
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2．消化試験

　a）実験動物

　ランドレース，ハンプシャー，大ヨークシャーの三元

雑種の同腹豚で体重36．Ok9（ma．・1），38．4k9（姦2）

の雄i2頭を使用したQ

　b）試験方法

　豚はそれぞれ消化試験用濫に収容し，糞尿分離を行い．

本試験期間中は朝給餌後に糞を採集した。消化試験は発

酵飼料（実験1）診よび副原料（実験R）につき，各々

10E問の予備飼育後，7日間の本試験を行った。飼料

給与量は給飼後1時間以内の食下可能量とし，1臼1頭

当り1500fを朝夕2回に分与したQまた，飲水はそ

の都度与えた。発酵飼料は凍結保存したものを必要量ず

つ解凍給与した。副原料給与時にはV．A，　D於よびB

剤を補足添加し，水で充分湿らせて給与したQ

　e）分析試料の調製

　採集後凍結保存した糞は，試験終了後解凍しt各1日

分を播潰機でよく混合した後，その重量の10分の1ず

つを集め真空凍結乾燥後粉砕し，分析試料とした。また，

給一与飼料は．給一与毎に1009ずつ凍結保存したものを

試験終了後解凍混合し，その一部を真空凍結乾燥後粉砕

し，分析試料とした。な診，原料試論，発酵前試料等に

ついてもこれに準じて調製を行った。

3．各種成分の分析法

＿般成分は常法・≧鍬舶はB。m，、。i。法◎全糖

はB碗a。d法8）に従った。VBNは分析試料の面

出灘つ厩C。nw。y法9）によb・NH、一Nとし一（，、VFA

　　　　　　　　　　　　　　　　　IO）
は同浸出液につhてPenningtonの方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　により定量し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）
た◎また，Cr203の定量はi／ン酸カリ試薬法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　によっ

た。

4．消化率の算出

　全盛（全量）採取法および指標法の両方について算出

したQなお，糞由来成分の消化率は，発酵による成分損

失は全て副原料に由来し，糞成分は変化しなかったと仮

定して計算を行った。

第2表目糞，副原料の各種成分含量等

字 劃副　原　料

実 験 結 果

4．原料豚糞，副原料の各種成分

第2表に示すとおり，固形物中含：量では，豚糞はNF
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E以外の一般成分は全て副原料より高く，粗蛋白質で

1．7倍，粗繊維で3．7倍，粗灰分で2．・1倍であったが，N

FEは副原料の約62％と薯しく低かった。純蛋白質で

は大差なく，純蛋白／粗蛋白は豚糞がかなり低いので，

豚壷中にはNPNが多いことが認められたQまた，全話

／NFEも豚糞がかなり低く，そのNFEは内容的に劣

質と判断された。

2．発酵による成分含量の変化等

　発酵飼料は良好なサイレージ臭を有し，第3表に示す

第3表発酵による成分含量：変化等

竈1発　酵　前i発　酵　後 残　存　率
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鮮 粗繊維 2．84 3．06 104．0

粗灰分 4．75 4．96 10α8
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物
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とおり，発酵前後でpHは6、4より5．3と低下し，VFA　　推定された。また，純蛋白質の減少，　V　BNの増加から

含量：は増加した。DM損失は約2．3％で，その大部分は　　純蛋白質区分よりのNPN生成が推察された。

NFE区分にあり，かつ，それは全糖区分に由来すると

　　　　　　　　　　　　第4表　飼料食下：量，排糞：量感よび成分含：量
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ろ．　消化試験（巽験1および獲）

　第4表に示すと於り残餌はほとんどなく，両動物とも

ほぼ全量食下したが，糞排泄量は庵2動物が多く，糞中

腎成分含量は全般的に．％1より低かったQ発酵飼料，副

原料の消化率を全糞採取法，指標法について両動物の平

均値で示すとeg　5表のと齢りである。

第5表　発酵飼料，副原料の消化率

実験王　（発酵飼料　） 実験瓦　（副　原　料）

全　糞　採　取　法 指　　　標　　　法 全糞　採　取　法 指　　　標　　　法

固　　　形　　　物
e　　蛋　　白　　質
e　　　　脂　　　　肪

e　　　繊　　　維
m　　　　F　　　　E

メ@　蛋　　白　　質

S　　　　　　　糖

71・9◎±α34｝
V1・31±α40i6乳・淫±α52i3＆12±腿η7獄36±0，331

Ua70士α48
W乳43±α26

69、24±α90
U＆58±α98
U406±α01
R2．22十〇．60
V隅。；α76

U2．44十1．17　　　『

W＆23±α51

　s321士L12i@8254±α91i　　　　　　　：　7＆05土1．08i

o・…　±…　i　8946十〇．95｝　　　　『　　　　　i　　　　　　　i

撃戟F翻：1劉

　　　隼W1．85工0．65

WL11士α41
Va28±0．43
Q甑58±250
W8．28±0．67

Wα27±α43
X広43±0．59

全糞採取法・k・よび抱標法による各成分の消化率は，両動

物とも近似の値を示したが，指標法の値は全般的にやX

低かった。発酵飼料の消化率は，副原料に比し，いずれ

の成分についても10％程度低く，特に純蛋白質は低か

った。この全糞採取法による消化率に：より，給与飼料の

可消化成分を求めると第6表のとX・りであった。新鮮物

中では固形物含量が発酵飼料で低いため，各可消化成分

含量も低く，DCP，τDNは発酵飼料で9．・37，47・

10％，副原料で13．11，74。53％であった。固形

物中含量：に換算して比較すると可消化成分は固形物およ

第6表発酵飼料，副原料の可消化成分

発酵餌料 副　原 料

新鮮物中 固形物中 新鮮物中 固形物中

固形物 4528％ 71．90％ 71．44％ 8321％
粗蛋白質 9．37 14．88 13．11 15．27

粗脂肪 a26 5．18 4．48 5．22

粗繊維 1．19 L89 1．57 1．83

NF　E 29．20 46．37 49．77 57．97

純蛋白質 7．23 11．48 1243 14．48

全　　糖 28．5婆 45．32 49．62 57．79

丁　玉）N 47．10 74．80 74．53 86．82
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びN：FEが発酵飼料で顕著に低かった◎また，可消化の

純蛋白質，全糖の含量：も同様に低く，DCP，　TDNは

発酵飼料で14。88s　74．80％，副原料で15．27，

86・82％であった。

4．豚糞由来成分の消化率および嚢中可消化成分

　以上の結果を基にして，豚糞の消化鼠可消化成分を

求めると第7表のとおりであった◎

第7表　豚糞由来成分の消化車知よび糞中の可消化成分

可　消 化　成　分
消　化　率

新鮮物言 固形物中

固　形　物 13．3◎％ a35％ 1＆30％

粗蛋白質 23．70 1．55 6．17

粗　脂　肪 2α◎9 α壌1 1．62

粗　繊　維 16．27 α52 208
N　F　猛 2墨6 α25 α97

純蛋白質 ◎ 0 ◎

全　　　糖 ＆17 0．20 α80

T　1）　N a琶4 12．87

消化率は固形物で13．3◎，粗蛋白質で23．70，NF

Eで2．46％と極めて低く，DCP，　TDNは生講中で

1。55，3．24％，固形物中で6．17，12．87％であ

グた。

　　　　　　　　考　　　　　察

　原料豚糞の組成は固形物中含量で脱脂米ヌカ，ビール

粗けフ粕va近い玉％め，6る穣の飼料髄が鵬

されたが，発酵飼料中の糞由来成分の消化率を求めた結

果，それは極めて低く，食下糞の大部分は再び排雌され

ることが分った。すなわち，DM中の可消化固形物は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
13．30％と手擦で，DCPは6．17％とデンプン粕

程度存在するが，可消化純蛋白質は全くなく，可消化の

N・Si　Eもほとんど存在せず，　TDNは12．87％と極め

て低い◎従って，豚糞の飼料価値は，DCP，　TDNの

面からはかなb低いと推定された◎これらの事実から見

れば，豚糞の混入は，単なる増量剤程度の意味しか持た

ず，かえって栄養価の低下を招来することになるe事実，

発酵飼料はs副原料より，可消化純蛋白質，TDN含量

の低下が大きい◎また，糞処理の面からは，可消化固形

物が13％程度であるため大きな効果は期待できない。

しかし，発酵による各種ビタミン類やUGFの生成が考

えられるので，この面からの検討が今後必要であろう。

な細，発酵飼料は良好なサイV一一　t“臭を有し，動物の嗜

好性は良好であること，水分含量が高いので飼料の飛散

が防止され損失が減少すること等は利点であろう◎蓑た，

発酵飼料給与時の排泄糞中のVBN含量は副原料給与時

とほぼ同様の160～230mg％を示したので，本飼料

給与による防臭効果もあ蜜り期待できないと考えられる。

　本発酵飼料の利用に当っては，忙中に存在する病原菌e

寄生虫，消毒薬，飼料添加剤等の危険に留意する必要が

ある。発酵時，中央部は数十度まで温度が上昇するが，

周辺部はそれ程の温度ま：昇はなく，発酵による充分な殺

菌効果は望めず，安全性にもや＼疑問が残っている。

　しかし，糞申には粗蛋白質をはじめ，各種の成分がか

なり含まれているのは事実であb，糞の飼料化への努力

が進められ，処理法が改善されるなら，糞の消化率をよ

り向上させることは可能であろう。

要 約

　豚糞と副原料（二種混，大豆粕，米ヌカ配合の濃厚飼

料）を混合し，発酵菌を接種して発酵させた飼料を調製

し，これらについて2頭の豚で消化試験を行なった。

　1。固形物中の粗蛋白質は，豚糞，発酵飼料でそれぞ

れ26．O，　i8．5％，NFEは39．5，65．0％であっ

た0

　2．発酵飼料は良好なサイレージ臭を有し，発酵前後

でpHは6．4より5．3と低下しg豚の嗜好性も良好であ

った◎

　3．発酵によりDMは約2．3％損失し，　NFE，純

白質が滅少した。発酵飼料および副原料の成分含量は，

DM，CP，NFEがそれぞれ63．0，13．2，36。8

％訟よび85．9s　15．9，55．8％であった。

　4．全面採取法訟よび指標法による各成分の消化率

は2頭とも近似の値を示したが，指標法の値はやts低か

った○全糞採取法による平均消化率は，発酵飼料訟よび

副原料でDM，　CP，　NFEがそれぞれ71．9，71．3，

79．4％および83．2，82．　5，89．2％であり，DC

P，孚DNは9擁，47．1％訟よび13．1，74．5％で

あった。

　5．これらの結果を基にして求めた豚糞の消化率は，

DMで13．3，　CPで23．7，NFEで2。5％と極めて
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低く，DCP，TDNは生糞中で1．6，3．2％，　DM中

で6．2，エ2．9％とな如e豚糞の飼料価値は，この両者

に関してはかなり低いと推定されたQ
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　　Feymented　ratlons鰍i難g　swine　waste　a難d　coficentrates　wer・e　prepared　wlth撫e　fer搬e凱a重1◎簸s書arter。

Digestiofi　trials　of　these　ratioRs　were　carried　ogt　with　£wo　pigs．

　　1．　Dry　raatter，　crede　protein　contents　in　swine　“’aste　afid　fermented　ration　were　26．e，　18．5　perceia

a無d　NF£　c◎凱e搬s　were　39．5，　65．O　perce瀧。

　　2．Ferrnented　ra建lo践had　the　co融）r徐ble　silage避aver　a峯肇d　pH　of　ra磁。簸droPPed£053實◎m　6．4

be£ore　and譲er紺撚enta重iO難，顯d　the　palatabi｝ity　of匙his　rat｛0難by　pigS　was塞00d．

　　3．　　夏）ry　　matter　loss　was　about　2．3　percent，　N］F】E　　an（圭　竃r“e　　pro毛ein　　（玉ecreascd　　by　　the艶r獄e簸tεし£璽◎織・

Dry　matter．　critde　protein　and　N｝i　E　coiiteHts　were　63．0，　i3．2，　36．8　perceRt　in　fermented　ratien　and

85．9，　15．9，　55．8　perceRt　in　concentra£es．

4．　Dlgestlblli篭les　◎f　eac｝1　comp◎簸e蟹　by　給tal　collection　瓢ethod　麗d　i飯玉ex　me膓od　were　sl窪own　apPro－

ximate　values　by　both　pigs，　but　the　values　of　iiidex　metl’iod　were　low　ifi　some　degree．　Average　di－

gestibili｛ies　of　dry　matter，　crude　protein　and　NFE　by　total　collectioii　method　were　71．9，　71．3，　79．4

percent　for　fermented　ratioR　aBd　83．2，　82．5，　g9．2　percent　for　concentrates．　DCP　aRd　TDN　were　9．ag，

47．1　percent　in　fermeRted　ration　and　13．1，　74．5　perceRt　in　ceRcentrates．

　　5．　Digestibility　of　swine　waste　calculated　from　these　resuits　was　13．3　percent　for　dry　m　atter；　23．7’

percent　for　crttde　protein，　2．5　perceftt　for　NFE，　and　DCP　aRd　TDN　wefe　1．6，　3．2　percent　in　raw

was｛e　and　6．2，　12．9　percent　in　dry　matter．

　　From　above　results，　it　was　deduced　that　nutritive　value　of　svviRe　waste　considerably　low　in　regard　to

DCP　and　TDN．
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